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研究の全体概要 

生物多様性条約の新しい枠組み（昆明・モントリオ―ル枠組み）における 30by30（2030年までに

陸・海域の 30％を保護する）、既知の絶滅危惧種の保全、普通種を含む生物種の遺伝的多様性の保全

などの目標を達成するには、保護地域の拡張とともに管理の質の向上が必須である。わが国では国立

公園内ですら、シカ食害、湿地・草地の遷移などにより絶滅危惧種の減少が続いているので、優先順

位をつけて、保全対策を強化する必要がある。そこでサブテーマ１では、統合 DB開発により各地域

の保全優先度を評価・地図化し、シカ食害対策などの「管理の質の向上」に貢献する。このため指標

植物群 20属（シカに摂食されるアザミ属、湿地に多いタデ属、狭分布種が多いタツナミソウ属、未

記載種が多いオトギリソウ属、樹木のカエデ属など）の標本をMIG-seqを活用した系統解析にもと

づいて再同定し DBを構築する。既存 DB（Science Museum Netなど）では誤同定が多く、保全対

策に活用するには再同定が必要である。形態で同定が困難な場合には、標本の葉片から DNAを抽出

し、MIG-seq解析を行う（この作業によりさらなる未記載種の発見が予想される）。構築された DB

にもとづき、20属約 660種の生育地点数の減少傾向を評価し、この評価から脆弱性の指標を開発す

る。各都道府県・重点 8府県の市町村・保護区・OECM候補地において、固有性（狭分布種数で評

価）と保全優先度（固有性×脆弱性で評価）を算定する。サブテーマ２では指標植物群 20属のMIG-

seq解析を進め、種内の系統解析や集団遺伝解析により、遺伝子流動で結ばれた地域集団の範囲（種

内の保全単位）・種内の系統関係を決定し、有効集団サイズ Neを推定する。これらの研究を通じて、

昆明・モントリオ―ル枠組みの目標に加えられた遺伝的多様性保全のための評価手法を開発する。サ

ブテーマ３では、統合 DBと系統解析・集団遺伝解析結果をもとに、遺伝子・種・生態系多様性の指

標開発・評価を進める。サブテーマ１では用いない分布モデルによる保全優先度等の評価・地図化を

進める。 
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